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畜産研究所養豚・養鶏研究部の完成式について 

  

県では、建設から既に５０年以上が経過し、施設の老朽化対策と防疫水準の向上を図る

ため、畜産研究所の養豚部門（美濃加茂市）を養鶏部門がある関市に移転する再編整備を

進めてきました。 

このたび、再編整備が完了し、完成式を開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

 １ 完成式 

（１） 日時 令和７年６月１１日（水） 午前１０時～午前１０時３０分 

（２） 場所 畜産研究所養豚・養鶏研究部 事務棟前（関市迫間２６７２－１） 

（３） 内容 知事あいさつ、来賓祝辞、映像紹介、感謝状贈呈、テープカット 

※防疫上の観点から一般の方の入場はできません。 

 

 ２ 再編整備の概要 

（１）特徴 

・国内最高水準の飼養衛生管理環境を有する研究施設として整備 

・豚 約１，０００頭（うち、種豚 約８０頭）、鶏 約３，０００羽の飼養が可能 

（２）整備内容  

・敷地面積  ９８，０８３ｍ² 

・主な施設  事務研究棟、大規模豚舎、小規模一貫豚舎、鶏舎、環境施設など 

・総事業費  約６２億円 

・工 期  令和元年度～令和６年度 

 

（３）研究内容 

・養豚部門では、種豚「ボーノブラウン」の再造成を進め、ゲノム解析技術等の     

活用により、抗病性の更なる向上を目標にした育種改良を進める。 

・養鶏部門では、肉用奥美濃古地鶏の原種鶏群の育種改良を進めるとともに、     

鳥インフルエンザ等の疫病から貴重な遺伝資源を守る技術の確立を進める。 

 

３ 取材対応 

   ・完成式の取材は可能ですが、防疫上の観点から、畜舎、研究棟等の内部への     

立ち入りはできません。 

   ・完成した施設の写真及び映像データは、完成式の前日に提供させていただきます。 
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